
　二
○
一
六
年
三
月
に
閉
校
予
定
の
中
野
小
学
校
の
保
護

者
を
中
心
に
、
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
を
今
ま
で
以

上
に
大
切
に
し
な
が
ら
親
同
士
で
交
流
を
深
め
よ
う
と
い

う
サ
ー
ク
ル
が
も
う
す
ぐ
誕
生
し
ま
す
。
そ
の
名
も「
中

野
小
お
や
じ
の
会
」（
仮
称
）。
同
小
学
校
の
保
護
者
の
大

久
保
亮
さ
ん（
写
真
右
）と
伊
藤
裕
二
さ
ん
、
有
馬
玄
康

教
頭（
写
真
左
）の
三
人
が
発
起
人
と
な
っ
て
保
護
者
の

方
々
に
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　大
久
保
さ
ん
は「
常
時
七
〜
八
人
く
ら
い
の
メ
ン
バ
ー
が

い
れ
ば
、
四
季
ご
と
に
予
定
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し

や
す
く
な
り
ま
す
し
、
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
れ
ば
、

お
父
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
も
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
、意
欲
を
見
せ
ま
す
。

有
馬
教
頭
も「
今
ま
で
中
野
小
の
保
護
者
と
し
て
付
き

合
い
の
あ
っ
た
人
た
ち
が
震
災
後
に
離
れ
離
れ
に
な
り
、

な
か
な
か
集
ま
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は

飲
食
会
な
ど
で
親
睦
を
深
め
つ
つ
、
そ
の
絆
を
イ
ベ
ン
ト
に

繋
げ
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
」と
、
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　同
会
は
、
今
年
の一
月
二
十
四
日
に
初
会
合

を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
発
起
人

た
ち
は
、
賛
同
者
を
募
る
な
ど
奔
走

す
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

飲
食
会
な
ど
を
通
じ
て
意
見
を
ま
と
め
、

四
季
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
め
ざ
す2014

2月 も
と
や
す

今月の
ひと

中
野
小
学
校
保
護
者
の

新
た
な
サ
ー
ク
ル
誕
生
へ

パ ズ ルク ロ ス ワ ー ド 出題
石田竹久

①冬の三陸を代表する海の幸。漢字で「牡蠣」と書きます

②CDや本などが100万以上売れると、○○○○セラー

③落ち着いておだやかに暮らせる、○○○○○の地

④事件や出来事などを現地で関係者に取材し執筆する、○○ライター

⑤冬に雪あかりなどの行事でにぎわう、川崎町の○○○温泉

⑦手品師の常套句、「○○も仕掛けもありません」

⑨「干魚」「乾魚」と書く、干物のこと

⑩仙台駅から作並温泉に向かうなら、○○○○線の電車を利用

⑫劣悪なものがなくなり、優良なものだけが生き残っていくのは、自然○○○

⑭冬が旬、汁物でも、煮ても焼いても美味な○○○といえば、正式名称はエゾ
イソアイナメ

⑯タラの白子のことを指す、花の名前

①2月11日、「うめぇがすと鍋まつりiｎ○○」が、○○町で開かれます

③基準の量にいくらか加える分は、プラス○○○○

⑥秋田地方の郷土料理ながらも、冬は宮城県民の食卓にも

⑧めねじに対して、まるい棒にきざんだねじの方

⑨仙台市市民活動サポートセンターによる「仙台に情報の背骨を通すプロジェク
ト」の通称は「○○プロ」

⑩瓶や容器などの中身が漏れないようにふさぐ物

⑪必要な費用を融通して貸し出すこと

⑫盛りや時期が過ぎるのは、○○が立つ

⑬身なりは大きくても役に立たないのは、○○の大木

⑮みやぎ○○○すみかわスノーパークでは、3月16日まで「樹氷鑑賞ツアー」を
開催中

⑯仙台市の観測史上における最低○○○は、－11.7℃というデータがあります

⑰冬に灯油を入れておく、18リットルなどのポリ○○○
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　年末年始は頭痛腰痛に悩まされ、最近は視力
が低下気味です。銭コで健康は買えませんから、
せめて神頼みを、と正月は5ヵ所の神社を参拝。
皆さんも健やかな1年でありますように。 （おおが）

　震災当時、食べ物に不自由する人たちの多くが
仙台中心部をさまよいました。プロパンガスを使っ
てでも何とか営業した店は今現在も人気店。３年
近く経っても感謝の心は消えません。 （ささき）

お住まいを移転されると、移転先に「みらいん」が届かなくなる可能性が
あります。引越し後も引き続き購読を希望される方は、編集部までご一報
ください。
宛　先：〒984-0011 仙台市若林区六丁の目西町2-12　「みらいん」編集部
T E L：022-390-5755
FA X：022-390-5756　　e-mail：kawara@mmmm.or.jp 

お住まいを移転される方へ
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新
幹
線
で
居
眠
り
し
て
い
る
方
の
大
き
な
い
び
き
を

聞
く
事
が
あ
り
ま
す
。
突
然
い
び
き
の
音
が
し
な
く
な

り
、
し
ば
ら
く
す
る
と
ガ
ー
ッ
と
ひ
と
つ
大
き
く
い
び

き
が
出
て
ま
た
い
び
き
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
音
が
し

な
く
な
っ
た
時
は
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
る
時
と
な
り
、

こ
れ
を
睡
眠
時
無
呼
吸
と
い
い
ま
す
。

　
寝
て
い
る
時
の
睡
眠
時
無
呼
吸
が
毎
日
の
よ
う
に
継

続
し
て
い
る
と
、
知
ら
な
い
う
ち
に
体
へ
負
担
が
か

か
っ
て
く
る
の
で
す
。
な
ん
と
自
律
神
経
が
刺
激
を
う

け
て
血
圧
が
上
が
り
、
そ
し
て
こ
の
持
続
的
な
血
圧
の

上
昇
が
高
血
圧
症
や
脳
血
管
障
害
、
虚
血
性
心
疾
患
の

合
併
症
へ
と
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
呼

吸
が
止
ま
っ
て
い
る
と
無
意
識
に
呼
吸
し
よ
う
と
脳
が

常
に
働
く
の
で
、
こ
れ
が
昼
間
の
眠
気
の
原
因
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
原
因
は
肥
満
、
顎
が
小
さ
い
、
扁

桃
腺
肥
大
な
ど
が
あ
り
、
治
療
法
と
し
て
C
–
P
A
P

（
機
械
で
空
気
を
送
り
込
む
）、
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
療
法
、

手
術
療
法
、減
量
に
よ
る
体
重
減
少
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

太
っ
て
無
呼
吸
に
な
っ
て
い
る
方
の
原
因
療
法
を
考
え

る
と
体
重
減
少
が
一
番
大
事
で
す
ね
。

　
お
口
は
呼
吸
の
入
り
口
で
す
。
い
び
き
を
甘
く
み
る

な
か
れ
！

　
お
口
と
歯
か
ら
始
ま
る
健
康
生
活
は
じ
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
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日
本
睡
眠
学
会
認
定
歯
科
医
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
で
『
ジ
ュ
ン
先
生
の

歯
楽
教
室
』
を
開
催
す
る
な
ど
、
歯
と
健
康
に
関
す
る
ト
ー
タ
ル
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
で
も
あ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
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w
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旭
ヶ
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ジ
ュ
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歯
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博
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　仙台市内の各プレハブ仮設住宅への入居から3年近くが
過ぎました。さまざまな背景をもつ住民同士が、お互いの
立場を尊重し、ひとつの大きな家族のように助け合いなが
ら生活しています。今春から復興公営住宅の入居が始まり、

“仮の住まい”を出る方々がいる一方で、新しい住まいに移
るまでしばらく住み続ける方々もいます。状況が刻々と変
化する宮城野区内プレハブ仮設住宅で、現状とこれからに
ついて取材しました。

　港出身世帯が最も多く入居し、「公平平等」を自治会規
約に掲げています。「助け合いの精神はもちろん声の掛け
合いを大切にしている」と語る佐藤政信自治会長は、入
居当初から全世帯の詳細な名簿を作成。そのおかげで、
互いに責任とマナーを認識し合えています。毎朝のラジ
オ体操は、住民の健康と生活リズムを保つことに加えて、
情報共有の場としても役立っています。自治会では、今
後は各住民の移転先も念頭に置いて、より広い地域との
交流を意識したり、心身の健康を保つための催しを自分
たちで企画する必要があると考えています。

　住民の6割が西原出身で、蒲生や和田からの入居世
帯もあります。単身者10名程の安否に関し、「郵便受け
に新聞が溜まっていないか気に留めている」と話すの
は仮設住宅内を見回る下山正夫自治会長。来年の春に
は防災集団移転促進事業の土地引き渡しが本格的にな
り、住居のことで忙しくなる世帯が多くなることが予
想されるため、「住民の退出が相次ぐだろうから、2015
年夏には自治会を解散すべきと思う。皆がイベント
云々ではなくなってくるだろう。そうでなくちゃなん
ねえのさ」と各世帯の再建を見据えた展望を語ります。

　岡田の新浜、堀切出身の住民が大部分を占めます。
家に閉じこもりがちな傾向にあると言われる単身者で
すが、「ここでは全員お茶会に出て来るの」と語るのは
住民の國松静子さん。保安面では、新浜防犯指導隊の
住民や岡田防犯の女性部が住宅内を見回っています。
自治会長の瀬戸昭三さんは「先行きに関しては夫婦・
親子間で現地再建か、他の地へ移転か、と意見が分か
れる事例がある。悩んでいる方がいつまでも取り残さ
れがちになると予測されるため、自治会でも対応を練
らなくては」と考えています。

プレハブ仮設住宅の今

高砂1丁目公園仮設住宅

鶴巻1丁目東公園仮設住宅 福田町南1丁目公園仮設住宅

「和」と「歩」を意識する年

各世帯の住まいの再建にも配慮 現地再建か移転再建か、悩む家庭が多い実情

宮城野区高砂1-23-1

宮城野区鶴巻
1-6-1

宮城野区
福田町南1-7-1

▲ひとつの大きな家族のように生活する皆さんで行った餅つき

◀「みんなの家」での
忘年会にて

◀毎週開催される
カラオケの会にて
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　さまざまな地域の方が静かに気遣い
合って入居しています。2011年6月から
パーソナルサポートセンターの絆支援員
が見守り支援を続けています。「皆で孤立
を防ごう」と、住民有志の世話人会が立
ち上がり、2012年夏には、“ひとつ余分
におにぎりを持ち寄り一緒にお昼を”と
する「おにぎり会」に発展。同会代表の阿
部忠二さん夫妻、集会所管理責任者の熊
谷正浩さんらが連携して、催しなどを運
営して交流を深めています。

　住民の多数が50歳以上。再建、修繕
をして現地へ戻る方が散見され、入居世
帯も随分減ってきました。「それでも支援
団体の多くは継続してくれています」と
3代目自治会長の二瓶勝男さん。現状維
持でこれからも歩みを進めていきたいと
の考えで、自治会として、空き室が荒ら
されたりしないよう外灯の整備を要望、
単身者へは班長が声掛けをするなど配慮
をしています。「皆さんに協力頂き、困っ
ていることはありません」と語ります。

　宮城野区出身の単身男性入
居者が多いことが特徴のひと
つで、伊東晴美自治会長は外
部支援について「入居者が減
少している中、参加者が少な
めだから支援に来てくれる方
に申し訳ない」と話します。
「出身がまちまちでありなが
ら、住民同士が意見を言い合
えている長所がありますが、
皆がまとまるためにはそれぞ
れが歩み寄っていかないとい
けない」とも語ります。自治
会としては、一定クラス以上
の地震が起きた際には単身者
への声掛けに回ることを決め
ています。行政には見回りの
強化を要請しています。

　子育て世代から高齢者ま
で、出身地の異なる方々が入
居しています。外部支援は当
初に比べだいぶ減りました
が、それでも「行き届いてい
る」と話す中島正志自治会長。
自身は自宅を再建し仮設住宅
を離れるも、住民からの留任
依頼を受け、毎日通いで見回
りするなど今春まで職務をこ
なします。空室が多くを占め
るようになる今後を「阪神淡
路大震災の兵庫県の事例を手
本に、行政には学び取って欲
しいですね」と話し、「人間、
希望が見えると一生懸命にな
る。自立するきっかけを早く
得られれば」と今後も住み続
ける方々を思いやります。

　入居者の5割強が蒲生出身世帯です。「今年、
来年と2段階で徐々に世帯数が少なくなるから
こそ、住民同士が協力し、助け合うべき。空き
部屋が増えていくのを家族が抜けるように感じ
てしまうことが危惧されます。そんな心理的負
担を蓄積させないためにも、生活に密着した催
しは継続する必要がありますね」と、佐藤修一
自治会長は意識して活動を続けています。

港南西公園仮設住宅扇町1丁目公園仮設住宅

岡田西町公園仮設住宅

仙台港背後地6号公園仮設住宅扇町4丁目公園
仮設住宅

共助の精神で協力し合う

静かに気遣い合って

南蒲生出身の世帯が大半

意見を言い合える環境

春には当初の1/3の世帯数に

宮城野区扇町4-9

宮城野区扇町1-4-1

宮城野区岡田西町2-1

宮城野区蒲生字南屋ヶ城1-9

宮城野区中野
字田中110

▲お楽しみ会に集まった皆さん

▲「クリスマス&餅つき会」参加の皆さん

◀「大人のクリスマ
ス会もどき」にて

▲仮設住宅のお世話を行う皆さん

▲手芸に集まった皆さん
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すが、「ここでは全員お茶会に出て来るの」と語るのは
住民の國松静子さん。保安面では、新浜防犯指導隊の
住民や岡田防犯の女性部が住宅内を見回っています。
自治会長の瀬戸昭三さんは「先行きに関しては夫婦・
親子間で現地再建か、他の地へ移転か、と意見が分か
れる事例がある。悩んでいる方がいつまでも取り残さ
れがちになると予測されるため、自治会でも対応を練
らなくては」と考えています。

プレハブ仮設住宅の今

高砂1丁目公園仮設住宅

鶴巻1丁目東公園仮設住宅 福田町南1丁目公園仮設住宅

「和」と「歩」を意識する年

各世帯の住まいの再建にも配慮 現地再建か移転再建か、悩む家庭が多い実情

宮城野区高砂1-23-1

宮城野区鶴巻
1-6-1

宮城野区
福田町南1-7-1

▲ひとつの大きな家族のように生活する皆さんで行った餅つき

◀「みんなの家」での
忘年会にて

◀毎週開催される
カラオケの会にて

2

　さまざまな地域の方が静かに気遣い
合って入居しています。2011年6月から
パーソナルサポートセンターの絆支援員
が見守り支援を続けています。「皆で孤立
を防ごう」と、住民有志の世話人会が立
ち上がり、2012年夏には、“ひとつ余分
におにぎりを持ち寄り一緒にお昼を”と
する「おにぎり会」に発展。同会代表の阿
部忠二さん夫妻、集会所管理責任者の熊
谷正浩さんらが連携して、催しなどを運
営して交流を深めています。

　住民の多数が50歳以上。再建、修繕
をして現地へ戻る方が散見され、入居世
帯も随分減ってきました。「それでも支援
団体の多くは継続してくれています」と
3代目自治会長の二瓶勝男さん。現状維
持でこれからも歩みを進めていきたいと
の考えで、自治会として、空き室が荒ら
されたりしないよう外灯の整備を要望、
単身者へは班長が声掛けをするなど配慮
をしています。「皆さんに協力頂き、困っ
ていることはありません」と語ります。

　宮城野区出身の単身男性入
居者が多いことが特徴のひと
つで、伊東晴美自治会長は外
部支援について「入居者が減
少している中、参加者が少な
めだから支援に来てくれる方
に申し訳ない」と話します。
「出身がまちまちでありなが
ら、住民同士が意見を言い合
えている長所がありますが、
皆がまとまるためにはそれぞ
れが歩み寄っていかないとい
けない」とも語ります。自治
会としては、一定クラス以上
の地震が起きた際には単身者
への声掛けに回ることを決め
ています。行政には見回りの
強化を要請しています。

　子育て世代から高齢者ま
で、出身地の異なる方々が入
居しています。外部支援は当
初に比べだいぶ減りました
が、それでも「行き届いてい
る」と話す中島正志自治会長。
自身は自宅を再建し仮設住宅
を離れるも、住民からの留任
依頼を受け、毎日通いで見回
りするなど今春まで職務をこ
なします。空室が多くを占め
るようになる今後を「阪神淡
路大震災の兵庫県の事例を手
本に、行政には学び取って欲
しいですね」と話し、「人間、
希望が見えると一生懸命にな
る。自立するきっかけを早く
得られれば」と今後も住み続
ける方々を思いやります。

　入居者の5割強が蒲生出身世帯です。「今年、
来年と2段階で徐々に世帯数が少なくなるから
こそ、住民同士が協力し、助け合うべき。空き
部屋が増えていくのを家族が抜けるように感じ
てしまうことが危惧されます。そんな心理的負
担を蓄積させないためにも、生活に密着した催
しは継続する必要がありますね」と、佐藤修一
自治会長は意識して活動を続けています。

港南西公園仮設住宅扇町1丁目公園仮設住宅

岡田西町公園仮設住宅

仙台港背後地6号公園仮設住宅扇町4丁目公園
仮設住宅

共助の精神で協力し合う

静かに気遣い合って

南蒲生出身の世帯が大半

意見を言い合える環境

春には当初の1/3の世帯数に

宮城野区扇町4-9

宮城野区扇町1-4-1

宮城野区岡田西町2-1

宮城野区蒲生字南屋ヶ城1-9

宮城野区中野
字田中110

▲お楽しみ会に集まった皆さん

▲「クリスマス&餅つき会」参加の皆さん

◀「大人のクリスマ
ス会もどき」にて

▲仮設住宅のお世話を行う皆さん

▲手芸に集まった皆さん
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菊地さんご一家（中野・和田）
（左から）かつえさん、清作さん
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新
浜
町
内
会
復
興
部

安
全
安
心
を
基
本
方
針
に
、新
浜
の
復
興
再
建
に
重
点
を
置
い
た
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　新
浜
西
通
地
区
に
建
設
予
定
の
新
設
集
会
所
に
つ

い
て
、必
要
な
機
能
や
間
取
り
に
つ
い
て
意
見
を
出
し

合
い
ま
し
た
。和
室
を
望
む
声
が
上
が
っ
た
ほ
か
、男
性

で
は
気
づ
き
に
く
い
、炊
事
場
や
収
納
の
配
置
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い
方

な
ど
に
つ
い
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女
子
会
に
検
討
部
会
へ
の
参
加
を
求

め
、意
見
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出
し
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に
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の
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の
複
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施
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整
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波
避
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ワ
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と
の
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担
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つ
い
て

も
検
討
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ま
し
た
。
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設
集
会
所
に
関
し
て
の
意
見
交
換
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土
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検
討
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復
興
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個
々
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生
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復
興
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に
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め
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た
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蒲
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独
自
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復
興
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す
。
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年
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た
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小
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難
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十
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会
館
に
再
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し
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き
出

し
、懇
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り
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た
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曜
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催
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帯
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た
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催
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概
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も
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波
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練
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て

●
二
〇
一
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年
の
会
議
等
活
動
概
要
報
告

十
二
月
二
十
二
日（
日
）定
例
合
同
役
員
会

中
野
小
学
校
区

復
興
対
策
委
員
会

中
野
地
区
四
町
内
会（
港・蒲
生・西
原・和
田
）が
一
丸
と
な
り
、復
興
に
向
け

た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　冒
頭
、宮
城
県
か
ら
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務（
宮
城

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
）完
了
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。各
町
内

会
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
総
会
の
報
告
と
実
施
予
定
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。復
興
事
業
局
か
ら
は
、二
月
実
施
予
定
の

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
よ
る
移
転
先
ご
と
の
意

見
交
換
会
で
、宅
地
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
う

予
定
が
示
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、仙
台
市
が
取
得
し
た

港
・
蒲
生
地
区
移
転
跡
地
の
建
物
基
礎
撤
去
作
業
が
二

月
上
旬
か
ら
始
ま
る
旨
、説
明
が
あ
り
ま
し
た
。慰
霊

祭
の
実
施
に
つ
い
て
委
員
間
で
意
見
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換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

内

　
　容

当
日
の
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子

●
復
興
事
業
局
か
ら
説
明
と
報
告

●
慰
霊
祭
実
施
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

一
月
十
九
日（
日
）定
例
会
議

まちの語り場
集団移転、単独移転、現地再建…。沿岸部にお住まい
だった方は今、お住まいの再建に向けて地域ごとに話し
合いを進めています。このコーナーでは、それぞれの団
体で話し合われている内容についてお知らせします。

問い合わせ先
代表 遠藤芳広 090-2020-4002
会合は随時開催
新浜仮設集会所

問い合わせ先
代表 芳賀正 080-1663-7382
定 例 会 議　毎月第３木曜日
合同役員会　毎月最終日曜日
岡田会館

問い合わせ先
委員長 高橋實 022-258-3068
定 例 会 議
毎月第1日曜日16:00～
高砂市民センター2階会議室

※記載している内容は、各開催日現在での情報です。最新の情報については各団体へお問い合わせください

第19回

みらいん編集部は、毎日読者の皆さんと一緒にさまざまな催しや
出来事に参加し、取材しています。その一部をご紹介します。

みらいん編集部

取材ダイアリー

22日（日）＆28日（土）
仮設住宅にサンタが
やって来た！
（仙台港背後地6号公園仮設住宅ほか）

　津波復興支援セ
ンターのサンタさん
が、仮設住宅の子ど
もたちにクリスマス
プレゼントを届けま
した。中学校2年生

の阿部拳也さんと友人らも、まさかのサンタ
クロース来訪に玄関先で大興奮。

　連帯労組新潟
支部から５名が、
前年に続き特製
の杵と臼を持参し
て餅つきの支援

に訪れました。かつて長岡市と小千谷市で地
震被害に遭ったという５名曰く「その時皆さ
んから支援をいただいたことへの感謝です」。

　高砂１丁目公園
仮設住宅では、“年
季の入った腰つ
き”で大拍手をさ
らった星久男さん

らの手ほどきを受けながら、子どもたちも餅
つき体験。餡子・ゴマ・納豆に生姜醤油餅とお
雑煮を大家族のようにしていただきました。

楽しい餅つき
（扇町1丁目&高砂1丁目公園仮設住宅）

3軒目となる“新居”
　結婚当初は西原の清作さんの実家で
生活していた夫妻が、6年目には和田に
小さな家を建てて独立。その約20年後に
は、材料にもこだわった大きな家を新築
しました。「大工さんがうんとマデに建て
た立派な家だった」と、元の家の写真を見
て惜しみながら語る清作さん。津波被害

に遭った家を一旦は修繕して住もうかと、
親戚らの手を借りてきれいにしました
が、やがては移転しなければならない災
害危険区域のため、2012年秋に解体し
ました。
　「私は南蒲生から七北田川をポンと跳
ねて嫁いで来たの（笑）」と明るく語るか
つえさんですが、震災後に住んだ借り上
げ民間賃貸住宅では心労から体調を崩し
ました。その様子を見かねた清作さんは、
不動産屋で見つけた白鳥の中古住宅をす
ぐに契約。2012年2月25日。菊地家に
とって3度目の戸建住宅入居の日となり
ました。

お茶飲みに来てけさい
　激務続きだった会社を定年退職した

後、清作さんは畑仕事に精を出していま
す。収穫した大根を使ってつくるたくあん
漬けは、和田に住んでいた時から清作さん
の役目で、今季も樽いっぱいに漬けまし
た。かつえさんは、震災前には休まず通っ
た高砂市民センターの老壮大学なども、
今は近隣に誘い合う相手がいないからか
足が遠のいています。仕事の関係で長男
は泉区、次男は太白区と離れて暮らしてい
るため、夫妻の様子を気づかう、かつえさ
んの甥夫婦が「なんじょだ？」と、南蒲生
から連日訪ねて来てくれます。
　新天地に住んで2年。夫妻は「元の地域
にも貢献を」と、和田のお地蔵様の祭日の
お世話を継続し、祭祀が行われる8月23
日に向けて赤い衣や鈴を新調する準備を
しています。

このコーナーでは、中野・岡田地区出身で現在は借り上げ民間賃貸
住宅などにお住まいの方々にリレー形式でご登場いただきます。

12月
24日（火）
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い
る
仮
設
住
宅
の
催
し
で
は
、
皆
さ
ん

に
私
が
淹
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 鈴
木
京
子
さ
ん

わたしの近況報告

菊地さんご一家（中野・和田）
（左から）かつえさん、清作さん

り

　
り

　
あ

や
ま
と

か
い
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新
浜
町
内
会
復
興
部

安
全
安
心
を
基
本
方
針
に
、新
浜
の
復
興
再
建
に
重
点
を
置
い
た
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　新
浜
西
通
地
区
に
建
設
予
定
の
新
設
集
会
所
に
つ

い
て
、必
要
な
機
能
や
間
取
り
に
つ
い
て
意
見
を
出
し

合
い
ま
し
た
。和
室
を
望
む
声
が
上
が
っ
た
ほ
か
、男
性

で
は
気
づ
き
に
く
い
、炊
事
場
や
収
納
の
配
置
、使
い
方

な
ど
に
つ
い
て
女
子
会
に
検
討
部
会
へ
の
参
加
を
求

め
、意
見
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。更

に
、他
地
区
の
施
設
図
面
を
参
考
と
し
て
見
比
べ
、後

日
、岩
切
地
区
の
複
数
の
集
会
施
設
の
見
学
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、集
会
所
に
隣
接
し
て
整

備
さ
れ
る
津
波
避
難
タ
ワ
ー
と
の
機
能
分
担
に
つ
い
て

も
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

内

　
　容

当
日
の
様
子

●
新
設
集
会
所
に
関
し
て
の
意
見
交
換

一
月
十
八
日（
土
）集
会
所
検
討
部
会

南
蒲
生
復
興
部

個
々
の
生
活
再
建
と
復
興
を
迅
速
に
進
め
る
た
め
、南
蒲
生
独
自
の
復
興
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　二
〇
一
四
年
一
月
二
十
六
日
（
日
）に
行
わ
れ
る
津

波
避
難
訓
練
の
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。当
日
九
時

の
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
岡
田
小
学
校
に
避
難
、十
時
三

十
分
に
岡
田
会
館
に
再
集
合
し
、非
常
食
の
炊
き
出

し
、懇
談
会
（
訓
練
振
返
り
）な
ど
を
行
な
う
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。同
訓
練
に
関
し
て
全
員
参
加
型
が
好
ま

し
い
こ
と
か
ら
日
曜
日
午
前
中
の
開
催
が
最
良
と
判

断
し
た
も
の
で
、町
内
全
世
帯
を
対
象
に
訓
練
告
知
の

チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

二
〇
一
三
年
に
開
催
さ
れ
た
会
議
等
の
活
動
概
要
も
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

内

　
　容

当
日
の
様
子

●
津
波
避
難
訓
練
に
つ
い
て

●
二
〇
一
三
年
の
会
議
等
活
動
概
要
報
告

十
二
月
二
十
二
日（
日
）定
例
合
同
役
員
会

中
野
小
学
校
区

復
興
対
策
委
員
会

中
野
地
区
四
町
内
会（
港・蒲
生・西
原・和
田
）が
一
丸
と
な
り
、復
興
に
向
け

た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　冒
頭
、宮
城
県
か
ら
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務（
宮
城

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
）完
了
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。各
町
内

会
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
総
会
の
報
告
と
実
施
予
定
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。復
興
事
業
局
か
ら
は
、二
月
実
施
予
定
の

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
よ
る
移
転
先
ご
と
の
意

見
交
換
会
で
、宅
地
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
う

予
定
が
示
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、仙
台
市
が
取
得
し
た

港
・
蒲
生
地
区
移
転
跡
地
の
建
物
基
礎
撤
去
作
業
が
二

月
上
旬
か
ら
始
ま
る
旨
、説
明
が
あ
り
ま
し
た
。慰
霊

祭
の
実
施
に
つ
い
て
委
員
間
で
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

内

　
　容

当
日
の
様
子

●
復
興
事
業
局
か
ら
説
明
と
報
告

●
慰
霊
祭
実
施
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

一
月
十
九
日（
日
）定
例
会
議

まちの語り場
集団移転、単独移転、現地再建…。沿岸部にお住まい
だった方は今、お住まいの再建に向けて地域ごとに話し
合いを進めています。このコーナーでは、それぞれの団
体で話し合われている内容についてお知らせします。

問い合わせ先
代表 遠藤芳広 090-2020-4002
会合は随時開催
新浜仮設集会所

問い合わせ先
代表 芳賀正 080-1663-7382
定 例 会 議　毎月第３木曜日
合同役員会　毎月最終日曜日
岡田会館

問い合わせ先
委員長 高橋實 022-258-3068
定 例 会 議
毎月第1日曜日16:00～
高砂市民センター2階会議室

※記載している内容は、各開催日現在での情報です。最新の情報については各団体へお問い合わせください

第19回

みらいん編集部は、毎日読者の皆さんと一緒にさまざまな催しや
出来事に参加し、取材しています。その一部をご紹介します。

みらいん編集部

取材ダイアリー

22日（日）＆28日（土）
仮設住宅にサンタが
やって来た！
（仙台港背後地6号公園仮設住宅ほか）

　津波復興支援セ
ンターのサンタさん
が、仮設住宅の子ど
もたちにクリスマス
プレゼントを届けま
した。中学校2年生

の阿部拳也さんと友人らも、まさかのサンタ
クロース来訪に玄関先で大興奮。

　連帯労組新潟
支部から５名が、
前年に続き特製
の杵と臼を持参し
て餅つきの支援

に訪れました。かつて長岡市と小千谷市で地
震被害に遭ったという５名曰く「その時皆さ
んから支援をいただいたことへの感謝です」。

　高砂１丁目公園
仮設住宅では、“年
季の入った腰つ
き”で大拍手をさ
らった星久男さん

らの手ほどきを受けながら、子どもたちも餅
つき体験。餡子・ゴマ・納豆に生姜醤油餅とお
雑煮を大家族のようにしていただきました。

楽しい餅つき
（扇町1丁目&高砂1丁目公園仮設住宅）

3軒目となる“新居”
　結婚当初は西原の清作さんの実家で
生活していた夫妻が、6年目には和田に
小さな家を建てて独立。その約20年後に
は、材料にもこだわった大きな家を新築
しました。「大工さんがうんとマデに建て
た立派な家だった」と、元の家の写真を見
て惜しみながら語る清作さん。津波被害

に遭った家を一旦は修繕して住もうかと、
親戚らの手を借りてきれいにしました
が、やがては移転しなければならない災
害危険区域のため、2012年秋に解体し
ました。
　「私は南蒲生から七北田川をポンと跳
ねて嫁いで来たの（笑）」と明るく語るか
つえさんですが、震災後に住んだ借り上
げ民間賃貸住宅では心労から体調を崩し
ました。その様子を見かねた清作さんは、
不動産屋で見つけた白鳥の中古住宅をす
ぐに契約。2012年2月25日。菊地家に
とって3度目の戸建住宅入居の日となり
ました。

お茶飲みに来てけさい
　激務続きだった会社を定年退職した

後、清作さんは畑仕事に精を出していま
す。収穫した大根を使ってつくるたくあん
漬けは、和田に住んでいた時から清作さん
の役目で、今季も樽いっぱいに漬けまし
た。かつえさんは、震災前には休まず通っ
た高砂市民センターの老壮大学なども、
今は近隣に誘い合う相手がいないからか
足が遠のいています。仕事の関係で長男
は泉区、次男は太白区と離れて暮らしてい
るため、夫妻の様子を気づかう、かつえさ
んの甥夫婦が「なんじょだ？」と、南蒲生
から連日訪ねて来てくれます。
　新天地に住んで2年。夫妻は「元の地域
にも貢献を」と、和田のお地蔵様の祭日の
お世話を継続し、祭祀が行われる8月23
日に向けて赤い衣や鈴を新調する準備を
しています。

このコーナーでは、中野・岡田地区出身で現在は借り上げ民間賃貸
住宅などにお住まいの方々にリレー形式でご登場いただきます。

12月
24日（火）



続ける

支 援
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東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
三
年
。
今
、
さ
ま
ざ
ま
な

か
た
ち
で
支
援
を
続
け
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。
支
援
を

続
け
る
方
々
は
、
ど
ん
な
思
い
で
活
動
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
被
災
地
で
取
材
を
続
け
る
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
＠
仙
台
の
大
学
生
記
者
が
取
材
し
ま
し
た
。

　　　　　　取材：下澤大祐、大高志織＠東北大学
情報ボランティア＠仙台　ブログでも発信中です。
http://fl at.kahoku.co.jp/u/volunteer16/　より（地域SNS「ふらっと」ブログ）

子
ど
も
グ
リ
ー
フ
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョン
の
寄
り
添
い
支
援

　
柔
ら
か
な
日
差
し
が
差
し
込
む
ビ
ル
の

一
室
で
、
子
ど
も
た
ち
が
お
も
ち
ゃ
を
広

げ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。「
ね
え
、
僕
も
そ
れ

や
り
た
い
」「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
一
緒
に
遊
ぼ

う
」。
子
ど
も
た
ち
の
あ
り
の
ま
ま
の
気

持
ち
に
大
人
は
穏
や
か
に
う
な
ず
き
を
返

し
、
肩
を
寄
せ
合
っ
て
遊
び
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
子
ど
も
グ
リ
ー
フ
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」が
月
二
回
、
仙

台
駅
前
の
事
務
所
で
開
く「
グ
リ
ー
フ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」。
震
災
だ
け
で
な
く
、
病
気

や
交
通
事
故
、
自
死
な
ど
で
親
や
兄
弟
姉

妹
ら
大

切
な
人

を
亡
く

し
た
子

ど
も
た

ち
が
集

う
場
で

す
。

　
上
は

中
学
三
年
生
か
ら
下
は
二
歳
児
ま
で
、
毎

回
十
数
人
が
参
加
し
ま
す
。
傍
ら
に
は
子

ど
も
と
基
本
同
数
の
大
人
が
寄
り
添
い
ま

す
。
事
前
に
研
修
を
受
け
た
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
で
、修
了
者
は
現
在
九
十
三
人
。

学
生
や
主
婦
、
医
師
ら
、
職
業
も
年
齢
も

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
困
難
を
抱
え
た
子

ど
も
た
ち
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
お
や
つ
の
時
間
を
含
め

一
回
三
時
間
半
。
安
心
で
き
る
大
人
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
は
遊
び
、
笑

い
、
時
に
亡
く
し
た
人
の
こ
と
を
語
り
合

い
ま
す
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
あ
く
ま

で
黒
子
。
子
ど
も
の
経
験
を「
大
し
た
こ

と
じ
ゃ
な
い
」と
大
人
の
価
値
観
で
評
価

し
た
り
、「
忘
れ
て
し
ま
え
ば
」な
ど
と
助

言
し
た
り
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
。

　
活
動
の
も
う
ひ
と
つ
の
柱
は
、
保
護
者

向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

遊
ん
で
い
る
間
、
別
室
に
保
護
者
が
集
ま

り
ま
す
。
伴
侶
や
子
ど
も
に
先
立
た
れ
た

悲
し
み
や
暮
ら
し
の
大
変
さ
…
。
経
験
と

悩
み
を
分
か
ち
合
い
、
支
え
合
う
時
間
で

す
。
必
要
で
あ
れ
ば
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

が
専
門
家
の
立
場
か
ら
助
言
す
る
な
ど
、
多

様
な
人
の
関
わ
り
が
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
輪
に
な
っ
て
語
り
合
う「
お
話
の
時
間
」

に
、
何
も
話
さ
な
い
子
ど
も
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
こ
こ
で

は
い
つ
も
子
ど
も
が
主
役
。
喪
失
体
験
な

ど
を
話
す
、
話
さ
な
い
の
選
択
権
は
子
ど

も
た
ち
に
あ
り
ま
す
。
実
際
、
初
参
加
か

ら
二
年
以
上
、
自
分
の
喪
失
体
験
を
口
に

し
な
か
っ
た
子
ど
も
も
い
る
そ
う
で
す
。

　「
悲
し
み
、
寂
し
さ
、
怒
り
、
後
悔
、

自
責
の
念
…
。
子
ど
も
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま

な
グ
リ
ー
フ
の
感
情
を
宿
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
思
い
を
抱
く
こ
と
は
決
し
て
自

分
一
人
だ
け
で
は
な
い
こ
と
、
一
方
で
他

と
違
っ
て
も
構
わ
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と

な
ど
を
、
子
ど
も
た
ち
に
は
感
じ
取
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
」。
場
に
込
め
た
願
い
を

事
務
局
長
の
相
澤
治
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　
時
の
流
れ
が
物
事
の
解
決
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
れ
ば
、
逆
に
深
刻
さ
を
深
め
る

場
合
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
震
災
か

ら
ま
も
な
く
三

年
。
今
、
震
災
で

大
切
な
人
を
な
く

し
た
子
ど
も
が
一

人
、
ま
た
一
人
と

訪
ね
て
来
て
い
る

そ
う
で
す
。

子どもグリーフサポートステーション
青葉区中央3-6-7　東日本建物仙台駅前ビル6F
プログラム／毎月第１・第３土曜日13：00～16：30
対象／大切な人を亡くした（死因問わず）乳幼児から中学生
参加／無料
電話／022-796-2710

事務所の壁に張られた約束事の一つ。
「話したくないことはパスできる」
安心感は大きい

取材に訪れた日は、失った大切な人に送るクリ
スマスカードづくりを行うプログラムでした

情｜報｜掲｜示｜板 仮設住宅やご近所で開催される催し物や相談会、支援団体による
支援情報などを紹介します。

7

かたりつぎ　朗読と音楽の夕べ
　震災から丸3年の時が経とうとしています。忘れてはならない出

来事を伝え残したい。あの日から懸命に生きる被災地を伝えたい。

俳優の竹下景子さんが、音楽と共に7人の記憶をかたりつぎます。

入場無料、要申込。
対象  どなたでも入場できます（応募による予約が必要）
日時  3月5日（水）18：30 ～
場所  東北大学川内萩ホール（青葉区川内 40）
出演  講演：平川新（東北大学教授）、報告：柴山明寛（東北大学准教
授）、朗読：竹下景子、合唱：宮城県仙台南高等学校合唱部、ほか
申込方法  往復はがきの往信面の裏に「かたりつぎ」係と明記し、①希望
人数（2 名まで）②住所③氏名（2 名の場合は2 名分）④電話番号を、
返信面の表に住所、氏名を記入しご郵送ください。1 枚で 2 名まで
入場可能
申し込み  〒980-8799 仙台中央郵便局留「かたりつぎ」係
※締切／ 2月13日（木）消印有効
問  022-795-4842
東北大学災害科学国際研究所　災害アーカイブ研究分野

震災復興交流事業　あなたのオモイ、
それぞれのカタチ～つたえる　つながる～
　震災後発行された中野・岡田に関する情報紙や、被災前の写真

などの展示、座談会、お茶飲み会、コンサートなどを開催します。

入場無料。
対象  どなたでも参加できます（一部プログラムは事前申し込みが必要）
日時  3月1日（土）～ 9日（日）※ 3月3日（月）は休館日
場所  宮城野区文化センター
※プログラムの詳細は区役所や文化センターで配布されるパンフレッ
トをご覧ください

問  022-257-1213　宮城野区文化センター

健康応援団
　健康についての講座や相談を行っています。地域の自主グループ

などの運動の日もあります。（日程変更あり。詳しくは問い合わせを）
対象   どなたでも参加できます
日時・所  各仮設住宅集会所
▼高砂 1 丁目公園　2 月28日（金）10：00 ～、3月5日（水）10：00 ～
▼鶴巻 1 丁目東公園　3月4日（火）13：30 ～
▼福田町南１丁目公園　2月17日（月）10：00 ～、3月3日（月）10：00 ～
▼岡田西町公園　2月27日（木）10：00 ～
▼港南西公園　2月7日（金）10：00 ～
▼仙台港背後地 6 号公園　2月19日（水）10：00 ～
▼扇町 1 丁目公園　2月21日（金）13：30 ～
▼扇町 4 丁目公園　2月12日（水）10：00 ～
問  022-291-2111（内線 6782、6784）
宮城野区家庭健康課健康増進係

借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方の
無料法律相談
　住まいのこと、相続・遺言、夫婦・子どもの問題、借りた・貸し

たお金、会社・給料のことなど、ひとりで悩んでいませんか？　ゆっ

くりと相談できます。はじめて法律相談をする方もぜひお越しくださ

い。相談無料、要予約。
対象  借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方
日時  3月14日（金）10：00 ～ 16：00
※相談時間は1 人 60 分以内
場所  仙台市福祉プラザ 4F
申・問  022-217-7234　中核支えあいセンター

被災地 Home Coming Day
　亘理町で復興支援活動を続けるNPO法人亘理いちごっこやボラン

ティアメンバーなどが中心となって開催される催しです。入場無料。
対象  どなたでも入場できます
日時  2月25日（火）～ 3月2日（日）10：00 ～ 17：00
場所  東北電力グリーンプラザ　アクアホール（青葉区一番町 3-7-1）
内容  地域で活動する団体やアーティストによるコンサート、震災復興
活動団体のパネル発表・ディスカッション、復興グッズ販売や一緒に
つくるワークショップなど
問  0223-35-7727　被災地ホームカミングデー実行委員会事務局

（亘理いちごっこ内）

支えあいセンターからのお知らせ
借り上げ民間賃貸住宅（以下、みなし仮設）にお住まいの方を支援する支えあいセンター主催の、おすすめサロン・イベント情報です。すべて参加無料。

サロン・イベント名 対　象 時 時　間 会　場 内　容 申　込 問い合わせ

黒松サロン 泉区のみなし仮設にお住ま
いの方 2 月 14 日（金） 10：00 ～ 12：00 黒松市民センター 折り紙を折りながらおしゃべ

りしましょう 不要
支えあいセンター
いずみ
022-772-5755

雄勝サロン
（復興コンサート）

雄勝で被災されて仙台市内
にお住まいの方 2 月 14 日（金） 13：30 ～ 15：30 宮城野区中央市民

センター
女性演奏家 3 名によるコン
サート 要（電話）

支えあいセンター
みやぎの
022-292-0990

プラザサロン
青葉区・若林区の五橋中学
校区の 60 歳以上の方がい
る世帯

2 月 19 日（水） 13：00 ～ 15：00 仙台市福祉プラザ 手づくりキャンドル 要（電話）
支えあいセンター
あおば
022-217-7234

富沢地区町内会連合会主催
「T-café」

富沢地区のみなし仮設に
お住まいの方 2 月 21 日（金） 13：30 ～ 15：30 富沢市民センター 地域の方と一緒に楽しむ

「まが玉作成と茶話会」 要（電話）
支えあいセンター
たいはく
022-217-7234

いぐねおぢゃっこの会 六郷地区にお住まいの方、
元六郷の方 2 月 28 日（金） 10：00 ～ 12：00 六郷市民センター 「ビーズブレスレットづくり」

講師：西本願寺仙台別院 要（電話）
支えあいセンター
わかばやし
022-781-0559

※その他の交流サロンについては、支えあいセンターからのダイレクトメールでご確認ください　

続ける

支 援
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東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
三
年
。
今
、
さ
ま
ざ
ま
な

か
た
ち
で
支
援
を
続
け
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。
支
援
を

続
け
る
方
々
は
、
ど
ん
な
思
い
で
活
動
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
被
災
地
で
取
材
を
続
け
る
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
＠
仙
台
の
大
学
生
記
者
が
取
材
し
ま
し
た
。

　　　　　　取材：下澤大祐、大高志織＠東北大学
情報ボランティア＠仙台　ブログでも発信中です。
http://fl at.kahoku.co.jp/u/volunteer16/　より（地域SNS「ふらっと」ブログ）

子
ど
も
グ
リ
ー
フ
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョン
の
寄
り
添
い
支
援

　
柔
ら
か
な
日
差
し
が
差
し
込
む
ビ
ル
の

一
室
で
、
子
ど
も
た
ち
が
お
も
ち
ゃ
を
広

げ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。「
ね
え
、
僕
も
そ
れ

や
り
た
い
」「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
一
緒
に
遊
ぼ

う
」。
子
ど
も
た
ち
の
あ
り
の
ま
ま
の
気

持
ち
に
大
人
は
穏
や
か
に
う
な
ず
き
を
返

し
、
肩
を
寄
せ
合
っ
て
遊
び
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
子
ど
も
グ
リ
ー
フ
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」が
月
二
回
、
仙

台
駅
前
の
事
務
所
で
開
く「
グ
リ
ー
フ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」。
震
災
だ
け
で
な
く
、
病
気

や
交
通
事
故
、
自
死
な
ど
で
親
や
兄
弟
姉

妹
ら
大

切
な
人

を
亡
く

し
た
子

ど
も
た

ち
が
集

う
場
で

す
。

　
上
は

中
学
三
年
生
か
ら
下
は
二
歳
児
ま
で
、
毎

回
十
数
人
が
参
加
し
ま
す
。
傍
ら
に
は
子

ど
も
と
基
本
同
数
の
大
人
が
寄
り
添
い
ま

す
。
事
前
に
研
修
を
受
け
た
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
で
、修
了
者
は
現
在
九
十
三
人
。

学
生
や
主
婦
、
医
師
ら
、
職
業
も
年
齢
も

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
困
難
を
抱
え
た
子

ど
も
た
ち
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
お
や
つ
の
時
間
を
含
め

一
回
三
時
間
半
。
安
心
で
き
る
大
人
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
は
遊
び
、
笑

い
、
時
に
亡
く
し
た
人
の
こ
と
を
語
り
合

い
ま
す
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
あ
く
ま

で
黒
子
。
子
ど
も
の
経
験
を「
大
し
た
こ

と
じ
ゃ
な
い
」と
大
人
の
価
値
観
で
評
価

し
た
り
、「
忘
れ
て
し
ま
え
ば
」な
ど
と
助

言
し
た
り
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
。

　
活
動
の
も
う
ひ
と
つ
の
柱
は
、
保
護
者

向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

遊
ん
で
い
る
間
、
別
室
に
保
護
者
が
集
ま

り
ま
す
。
伴
侶
や
子
ど
も
に
先
立
た
れ
た

悲
し
み
や
暮
ら
し
の
大
変
さ
…
。
経
験
と

悩
み
を
分
か
ち
合
い
、
支
え
合
う
時
間
で

す
。
必
要
で
あ
れ
ば
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

が
専
門
家
の
立
場
か
ら
助
言
す
る
な
ど
、
多

様
な
人
の
関
わ
り
が
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
輪
に
な
っ
て
語
り
合
う「
お
話
の
時
間
」

に
、
何
も
話
さ
な
い
子
ど
も
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
こ
こ
で

は
い
つ
も
子
ど
も
が
主
役
。
喪
失
体
験
な

ど
を
話
す
、
話
さ
な
い
の
選
択
権
は
子
ど

も
た
ち
に
あ
り
ま
す
。
実
際
、
初
参
加
か

ら
二
年
以
上
、
自
分
の
喪
失
体
験
を
口
に

し
な
か
っ
た
子
ど
も
も
い
る
そ
う
で
す
。

　「
悲
し
み
、
寂
し
さ
、
怒
り
、
後
悔
、

自
責
の
念
…
。
子
ど
も
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま

な
グ
リ
ー
フ
の
感
情
を
宿
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
思
い
を
抱
く
こ
と
は
決
し
て
自

分
一
人
だ
け
で
は
な
い
こ
と
、
一
方
で
他

と
違
っ
て
も
構
わ
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と

な
ど
を
、
子
ど
も
た
ち
に
は
感
じ
取
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
」。
場
に
込
め
た
願
い
を

事
務
局
長
の
相
澤
治
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　
時
の
流
れ
が
物
事
の
解
決
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
れ
ば
、
逆
に
深
刻
さ
を
深
め
る

場
合
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
震
災
か

ら
ま
も
な
く
三

年
。
今
、
震
災
で

大
切
な
人
を
な
く

し
た
子
ど
も
が
一

人
、
ま
た
一
人
と

訪
ね
て
来
て
い
る

そ
う
で
す
。

子どもグリーフサポートステーション
青葉区中央3-6-7　東日本建物仙台駅前ビル6F
プログラム／毎月第１・第３土曜日13：00～16：30
対象／大切な人を亡くした（死因問わず）乳幼児から中学生
参加／無料
電話／022-796-2710

事務所の壁に張られた約束事の一つ。
「話したくないことはパスできる」
安心感は大きい

取材に訪れた日は、失った大切な人に送るクリ
スマスカードづくりを行うプログラムでした

情｜報｜掲｜示｜板 仮設住宅やご近所で開催される催し物や相談会、支援団体による
支援情報などを紹介します。
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かたりつぎ　朗読と音楽の夕べ
　震災から丸3年の時が経とうとしています。忘れてはならない出

来事を伝え残したい。あの日から懸命に生きる被災地を伝えたい。

俳優の竹下景子さんが、音楽と共に7人の記憶をかたりつぎます。

入場無料、要申込。
対象  どなたでも入場できます（応募による予約が必要）
日時  3月5日（水）18：30 ～
場所  東北大学川内萩ホール（青葉区川内 40）
出演  講演：平川新（東北大学教授）、報告：柴山明寛（東北大学准教
授）、朗読：竹下景子、合唱：宮城県仙台南高等学校合唱部、ほか
申込方法  往復はがきの往信面の裏に「かたりつぎ」係と明記し、①希望
人数（2 名まで）②住所③氏名（2 名の場合は2 名分）④電話番号を、
返信面の表に住所、氏名を記入しご郵送ください。1 枚で 2 名まで
入場可能
申し込み  〒980-8799 仙台中央郵便局留「かたりつぎ」係
※締切／ 2月13日（木）消印有効
問  022-795-4842
東北大学災害科学国際研究所　災害アーカイブ研究分野

震災復興交流事業　あなたのオモイ、
それぞれのカタチ～つたえる　つながる～
　震災後発行された中野・岡田に関する情報紙や、被災前の写真

などの展示、座談会、お茶飲み会、コンサートなどを開催します。

入場無料。
対象  どなたでも参加できます（一部プログラムは事前申し込みが必要）
日時  3月1日（土）～ 9日（日）※ 3月3日（月）は休館日
場所  宮城野区文化センター
※プログラムの詳細は区役所や文化センターで配布されるパンフレッ
トをご覧ください

問  022-257-1213　宮城野区文化センター

健康応援団
　健康についての講座や相談を行っています。地域の自主グループ

などの運動の日もあります。（日程変更あり。詳しくは問い合わせを）
対象   どなたでも参加できます
日時・所  各仮設住宅集会所
▼高砂 1 丁目公園　2 月28日（金）10：00 ～、3月5日（水）10：00 ～
▼鶴巻 1 丁目東公園　3月4日（火）13：30 ～
▼福田町南１丁目公園　2月17日（月）10：00 ～、3月3日（月）10：00 ～
▼岡田西町公園　2月27日（木）10：00 ～
▼港南西公園　2月7日（金）10：00 ～
▼仙台港背後地 6 号公園　2月19日（水）10：00 ～
▼扇町 1 丁目公園　2月21日（金）13：30 ～
▼扇町 4 丁目公園　2月12日（水）10：00 ～
問  022-291-2111（内線 6782、6784）
宮城野区家庭健康課健康増進係

借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方の
無料法律相談
　住まいのこと、相続・遺言、夫婦・子どもの問題、借りた・貸し

たお金、会社・給料のことなど、ひとりで悩んでいませんか？　ゆっ

くりと相談できます。はじめて法律相談をする方もぜひお越しくださ

い。相談無料、要予約。
対象  借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方
日時  3月14日（金）10：00 ～ 16：00
※相談時間は1 人 60 分以内
場所  仙台市福祉プラザ 4F
申・問  022-217-7234　中核支えあいセンター

被災地 Home Coming Day
　亘理町で復興支援活動を続けるNPO法人亘理いちごっこやボラン

ティアメンバーなどが中心となって開催される催しです。入場無料。
対象  どなたでも入場できます
日時  2月25日（火）～ 3月2日（日）10：00 ～ 17：00
場所  東北電力グリーンプラザ　アクアホール（青葉区一番町 3-7-1）
内容  地域で活動する団体やアーティストによるコンサート、震災復興
活動団体のパネル発表・ディスカッション、復興グッズ販売や一緒に
つくるワークショップなど
問  0223-35-7727　被災地ホームカミングデー実行委員会事務局

（亘理いちごっこ内）

支えあいセンターからのお知らせ
借り上げ民間賃貸住宅（以下、みなし仮設）にお住まいの方を支援する支えあいセンター主催の、おすすめサロン・イベント情報です。すべて参加無料。

サロン・イベント名 対　象 時 時　間 会　場 内　容 申　込 問い合わせ

黒松サロン 泉区のみなし仮設にお住ま
いの方 2 月 14 日（金） 10：00 ～ 12：00 黒松市民センター 折り紙を折りながらおしゃべ

りしましょう 不要
支えあいセンター
いずみ
022-772-5755

雄勝サロン
（復興コンサート）

雄勝で被災されて仙台市内
にお住まいの方 2 月 14 日（金） 13：30 ～ 15：30 宮城野区中央市民

センター
女性演奏家 3 名によるコン
サート 要（電話）

支えあいセンター
みやぎの
022-292-0990

プラザサロン
青葉区・若林区の五橋中学
校区の 60 歳以上の方がい
る世帯

2 月 19 日（水） 13：00 ～ 15：00 仙台市福祉プラザ 手づくりキャンドル 要（電話）
支えあいセンター
あおば
022-217-7234

富沢地区町内会連合会主催
「T-café」

富沢地区のみなし仮設に
お住まいの方 2 月 21 日（金） 13：30 ～ 15：30 富沢市民センター 地域の方と一緒に楽しむ

「まが玉作成と茶話会」 要（電話）
支えあいセンター
たいはく
022-217-7234

いぐねおぢゃっこの会 六郷地区にお住まいの方、
元六郷の方 2 月 28 日（金） 10：00 ～ 12：00 六郷市民センター 「ビーズブレスレットづくり」

講師：西本願寺仙台別院 要（電話）
支えあいセンター
わかばやし
022-781-0559

※その他の交流サロンについては、支えあいセンターからのダイレクトメールでご確認ください　



　二
○
一
六
年
三
月
に
閉
校
予
定
の
中
野
小
学
校
の
保
護

者
を
中
心
に
、
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
を
今
ま
で
以

上
に
大
切
に
し
な
が
ら
親
同
士
で
交
流
を
深
め
よ
う
と
い

う
サ
ー
ク
ル
が
も
う
す
ぐ
誕
生
し
ま
す
。
そ
の
名
も「
中

野
小
お
や
じ
の
会
」（
仮
称
）。
同
小
学
校
の
保
護
者
の
大

久
保
亮
さ
ん（
写
真
右
）と
伊
藤
裕
二
さ
ん
、
有
馬
玄
康

教
頭（
写
真
左
）の
三
人
が
発
起
人
と
な
っ
て
保
護
者
の

方
々
に
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　大
久
保
さ
ん
は「
常
時
七
〜
八
人
く
ら
い
の
メ
ン
バ
ー
が

い
れ
ば
、
四
季
ご
と
に
予
定
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し

や
す
く
な
り
ま
す
し
、
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
れ
ば
、

お
父
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
も
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
、意
欲
を
見
せ
ま
す
。

有
馬
教
頭
も「
今
ま
で
中
野
小
の
保
護
者
と
し
て
付
き

合
い
の
あ
っ
た
人
た
ち
が
震
災
後
に
離
れ
離
れ
に
な
り
、

な
か
な
か
集
ま
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は

飲
食
会
な
ど
で
親
睦
を
深
め
つ
つ
、
そ
の
絆
を
イ
ベ
ン
ト
に

繋
げ
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
」と
、
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　同
会
は
、
今
年
の一
月
二
十
四
日
に
初
会
合

を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
発
起
人

た
ち
は
、
賛
同
者
を
募
る
な
ど
奔
走

す
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

飲
食
会
な
ど
を
通
じ
て
意
見
を
ま
と
め
、

四
季
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
め
ざ
す2014

2月 も
と
や
す

今月の
ひと

中
野
小
学
校
保
護
者
の

新
た
な
サ
ー
ク
ル
誕
生
へ

パ ズ ルク ロ ス ワ ー ド 出題
石田竹久

①冬の三陸を代表する海の幸。漢字で「牡蠣」と書きます

②CDや本などが100万以上売れると、○○○○セラー

③落ち着いておだやかに暮らせる、○○○○○の地

④事件や出来事などを現地で関係者に取材し執筆する、○○ライター

⑤冬に雪あかりなどの行事でにぎわう、川崎町の○○○温泉

⑦手品師の常套句、「○○も仕掛けもありません」

⑨「干魚」「乾魚」と書く、干物のこと

⑩仙台駅から作並温泉に向かうなら、○○○○線の電車を利用

⑫劣悪なものがなくなり、優良なものだけが生き残っていくのは、自然○○○

⑭冬が旬、汁物でも、煮ても焼いても美味な○○○といえば、正式名称はエゾ
イソアイナメ

⑯タラの白子のことを指す、花の名前

①2月11日、「うめぇがすと鍋まつりiｎ○○」が、○○町で開かれます

③基準の量にいくらか加える分は、プラス○○○○

⑥秋田地方の郷土料理ながらも、冬は宮城県民の食卓にも

⑧めねじに対して、まるい棒にきざんだねじの方

⑨仙台市市民活動サポートセンターによる「仙台に情報の背骨を通すプロジェク
ト」の通称は「○○プロ」

⑩瓶や容器などの中身が漏れないようにふさぐ物

⑪必要な費用を融通して貸し出すこと

⑫盛りや時期が過ぎるのは、○○が立つ

⑬身なりは大きくても役に立たないのは、○○の大木

⑮みやぎ○○○すみかわスノーパークでは、3月16日まで「樹氷鑑賞ツアー」を
開催中

⑯仙台市の観測史上における最低○○○は、－11.7℃というデータがあります

⑰冬に灯油を入れておく、18リットルなどのポリ○○○
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　年末年始は頭痛腰痛に悩まされ、最近は視力
が低下気味です。銭コで健康は買えませんから、
せめて神頼みを、と正月は5ヵ所の神社を参拝。
皆さんも健やかな1年でありますように。 （おおが）

　震災当時、食べ物に不自由する人たちの多くが
仙台中心部をさまよいました。プロパンガスを使っ
てでも何とか営業した店は今現在も人気店。３年
近く経っても感謝の心は消えません。 （ささき）

お住まいを移転されると、移転先に「みらいん」が届かなくなる可能性が
あります。引越し後も引き続き購読を希望される方は、編集部までご一報
ください。
宛　先：〒984-0011 仙台市若林区六丁の目西町2-12　「みらいん」編集部
T E L：022-390-5755
FA X：022-390-5756　　e-mail：kawara@mmmm.or.jp 

お住まいを移転される方へ
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寝
て
い
る
と
き
呼
吸
が

止
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

からだ編

けんこう
コラム
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新
幹
線
で
居
眠
り
し
て
い
る
方
の
大
き
な
い
び
き
を

聞
く
事
が
あ
り
ま
す
。
突
然
い
び
き
の
音
が
し
な
く
な

り
、
し
ば
ら
く
す
る
と
ガ
ー
ッ
と
ひ
と
つ
大
き
く
い
び

き
が
出
て
ま
た
い
び
き
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
音
が
し

な
く
な
っ
た
時
は
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
る
時
と
な
り
、

こ
れ
を
睡
眠
時
無
呼
吸
と
い
い
ま
す
。

　
寝
て
い
る
時
の
睡
眠
時
無
呼
吸
が
毎
日
の
よ
う
に
継

続
し
て
い
る
と
、
知
ら
な
い
う
ち
に
体
へ
負
担
が
か

か
っ
て
く
る
の
で
す
。
な
ん
と
自
律
神
経
が
刺
激
を
う

け
て
血
圧
が
上
が
り
、
そ
し
て
こ
の
持
続
的
な
血
圧
の

上
昇
が
高
血
圧
症
や
脳
血
管
障
害
、
虚
血
性
心
疾
患
の

合
併
症
へ
と
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
呼

吸
が
止
ま
っ
て
い
る
と
無
意
識
に
呼
吸
し
よ
う
と
脳
が

常
に
働
く
の
で
、
こ
れ
が
昼
間
の
眠
気
の
原
因
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
原
因
は
肥
満
、
顎
が
小
さ
い
、
扁

桃
腺
肥
大
な
ど
が
あ
り
、
治
療
法
と
し
て
C
–
P
A
P

（
機
械
で
空
気
を
送
り
込
む
）、
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
療
法
、

手
術
療
法
、減
量
に
よ
る
体
重
減
少
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

太
っ
て
無
呼
吸
に
な
っ
て
い
る
方
の
原
因
療
法
を
考
え

る
と
体
重
減
少
が
一
番
大
事
で
す
ね
。

　
お
口
は
呼
吸
の
入
り
口
で
す
。
い
び
き
を
甘
く
み
る

な
か
れ
！

　
お
口
と
歯
か
ら
始
ま
る
健
康
生
活
は
じ
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

柏
崎

　
潤
（
か
し
わ
ざ
き

　
じ
ゅ
ん
）

日
本
睡
眠
学
会
認
定
歯
科
医
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
で
『
ジ
ュ
ン
先
生
の

歯
楽
教
室
』
を
開
催
す
る
な
ど
、
歯
と
健
康
に
関
す
る
ト
ー
タ
ル
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
で
も
あ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.junshika.jp/

旭
ヶ
丘
ジ
ュ
ン
歯
科

　
歯
学
博
士

柏
崎

　
潤

前回のこたえ

でした。
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